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■N o.： FC-14 
■分類：規格関連 

 

 

疲労試験により得られた試験データを用いて，設計疲労線図を設定するにはどのようにしたらよ

いでしょうか．  

 

参照 QNo.：FA-44，FA-49, FC-15 

 

 

設計疲労線図を設定する場合，ひずみ制御の疲労試験を行う．得られたひずみ振幅は，室温の

縦弾性係数を乗じ，仮想弾性応力振幅に変換する．図１に示すように，仮想弾性応力と疲労寿命の

関係に対して，統計解析により中央値（最適疲労曲線（BFC，Best-Fit Curve））を設定する．BFC に

は，一般的に次式の Stromeyer 式を適用するる． 

  𝐸𝐸𝜀𝜀𝑎𝑎 = 𝐴𝐴𝑁𝑁−𝛼𝛼 + 𝐵𝐵 (1) 

ここで，E は縦弾性係数，εa はひずみ振幅，N は疲労寿命であり，A，B および αは係数である． 

設定された BFC に対して，平均応力補正を行う．平均応力補正には，保守的な修正 Goodman

式，精度がよいと考えられている Smith-Watson-Topper 式などがあり，適切な平均応力補正方法を

採用する． 

平均応力補正をしたBFCに対して，応力側および繰返し回数側に適切な設計係数を考慮して，設

計疲労線図［設計疲労曲線（DFC，Design Fatigue Curve）］を設定する． ASME B&PV Code では，

設計係数として応力側に対して 2，繰返し回数側に対して 20 が採用された(1)． 

最近，BFC を引張強さをパラメータとして統計解析により設定し，その標準偏差から設計係数の

選定を可能とした設計疲労線図が提案されている (2)．この場合には，平均応力補正方法として

Smith-Watson-Topper 式の等価応力振幅を採用し，設計疲労線図の応力側に適用する． 

 

図 1 設計疲労線図の考え方 
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